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 In the summer of 2007, as a part of the International Polar Year projects, Arctic GAkkel Vent Expedition (AGAVE cruise) 
was conducted aiming discovery of hydrothermal activities on the Gakkel Ridge in the Arctic Ocean. On board the Swedish 
icebreaker, I/B Oden, CTD survey, AUV survey and mini-ROV surveys were performed. Although Eh and potential 
temperature anomalies indicated the existence of hydrothermal activities on the seafloor (Stranne et al., 2010), we could not 
locate any high temperature vent field on the seafloor. For the same kind of future efforts, development of regional 
hydrothermal exploration in vertical two dimension profiling methods by fast cruising AUV or underwater glider is crucial and 
necessary.  
 
 1cm/year以下の拡大速度で拡大する北極海のガッケル海嶺は ultra-slow spreading ridge (Dick et al., 2003) の中でも
拡大軸が拡大方向にほぼ直交して長く延び、拡大軸方向と拡大方向の斜交性がほとんどなく、まとまった規模で
超塩基性岩が卓越する amagmatic ridgeと玄武岩が卓越する magmatic ridgeが存在し (Michael et al., 2003)、現在の
世界の海嶺系の中で ultra-slow spreading ridgeの典型というべき海嶺である。また、大西洋から続く海嶺系の末端
に位置しながら、ベーリング海峡の浅海域で太平洋にも繋がっているという地理的位置は海底熱水系に特有の生
物群集の移動と進化を研究する上で重要な位置も占めている。更に、2001年の AMORE cruiseで海底熱水の存在
する徴候が確認されており(Edmonds et al., 2003, Baker et al, 2004)、海嶺水深が 4,000m以上と深いので、高温熱水
噴出地点では臨界温度付近の高温の熱水が期待される。 
 International Polar YearのプロジェクトとしてWoods Hole海洋研究所とテキサス大学が NSFから獲得した予算で
スウェーデン砕氷船オーデン (I/B Oden) を用いて 2007年 5月 27日～6月 7日に機器テスト航海が、7月 1日～8
月 9日に本調査航海が実施された (Arctic GAkkel Vent Expedition, AGAVE)。両航海に中村と佐藤が乗船し、テスト
航海には野木も乗船した。中村は熱水が海水よりも還元的であることに着目した Ehセンサー(German et al., 2008)






















く前進した (Jakuba et al., 2008, Kunz et al., 2009)。しかし、残念ながら、低温熱水に伴うバクテリアマットの分布
しか発見することはできず、航海名標題にある海底熱水系(Vent)は発見できなかった (Sohn et al., 2008)。 
 そのような結果になった主な原因は 
１．2001年の AMORE cruiseで海底熱水の存在する場所は十分に絞り込まれているという思い込みがあり、CTD






 CTDや Ehデータなどは高温熱水の存在自身を否定してはいないと考えられるので (Stranne et al., 2010) いつの
日か海底に熱水活動を発見する再挑戦が行われるであろう。しかし、それを成功させるためには、海嶺上の熱水
活動の可能性のある地点の絞り込みが必要で、流氷に阻まれて CTD tow-yoによる通常の組織的な広域熱水探査が
できない以上、海嶺に沿った垂直二次元の AUVもしくは underwater gliderによる調査が先行して実施されること
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